
平成２０年１１月１４日 
 

放射性物質を含むベークライトについて（お知らせ） 
 

 
 
１．これまでの経緯等 

 １０月２３日に放射性物質を含むベークライトを大量に所持している者から文部科学

省に相談があり、当省は当該物質に関わる安全確保のための指導を行い、当該物質の所

有者は１０月２５日に当該物質を十分に安全が確保できる場所に移動しました。 
当省からの指導を受け、当該物質の所有者は、当該物質の分析を専門分析機関に依頼

しておりましたが、その分析が終了し、その結果が所有者から当省に情報提供されまし

た。 
 

２．当該ベークライトの分析結果の概要 
当該ベークライトにはトリウム２３２が含まれており、その放射能濃度及び含有量は、

以下の通りでした。 
放射能濃度：６９０±４（ベクレル／ｇ） 
含 有 量：１７０±１（ｍｇ／ｇ） 

 
３．分析結果を踏まえた当省の対応 

当省としては、この分析結果から、当該ベークライトに含まれるトリウム量は、その

含有量と１個あたりの重量（１５g/個）及び個数（所有者からの情報によると約１５万

個）から９００g を超え、かつ、トリウムの放射能濃度が３７０ベクレル／ｇを超える

ため、当該ベークライトは核原料物質に当たるものと判断し、所有者に対して核原料物

質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（原子炉等規制法）第５７条の８の規定

に基づく届出を行うよう指導しました。 
今後とも、当該ベークライトの所有者に対して、原子炉等規制法に基づいた適切な対

処を求めてまいります。 

また、１０月２５日に公表した「放射性物質を含むベークライトの不適切な管理につ

いて」における当該物質の分析結果が所有者から情報提供されたことから、東京都文京

区における不適切な管理状況について、国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）による暫

定評価を行いました。 

放射性物質を含むベークライトの所有者から、当該物質の分析結果について、文部科

学省に情報提供されましたので、お知らせします。 
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  （ＩＮＥＳによる暫定評価） 
被ばくに基づく 

評価 
環境への影響に 
基づく評価 

深層防護の劣化に

基づく評価 
総合評価 

２ － １ ２ 

  被ばくに基づく評価    ：人体への被ばくの影響度に基づく評価 
  環境への影響に基づく評価 ：放射性物質の環境への放出量等に基づく評価 
  深層防護の劣化に基づく評価：発見された放射線源に基づく評価 

※ ＩＮＥＳの詳細については、別紙参照 

 
 

（参考）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（抄） 
（核原料物質の使用の届出等）  

第五十七条の八 核原料物質を使用しようとする者は、政令で定めるところにより、あらか

じめ文部科学大臣に届け出なければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場

合は、この限りでない。  

一 製錬事業者が核原料物質を製錬の事業の用に供する場合  

二 第六十一条の三第一項の許可を受けた者が国際規制物資である核原料物質を当該許

可を受けた使用の目的に使用する場合  

三 放射能濃度又は含有するウラン若しくはトリウムの数量が政令で定める限度を超え

ない核原料物質を使用する場合  

２ 前項の規定により届出をしようとする者は、次に掲げる事項を記載した届出書を文部科

学大臣に提出しなければならない。  

一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名  

二 使用の目的及び方法  

三 核原料物質の種類  

四 使用の場所  

五 予定使用期間及び年間（予定使用期間が一年に満たない場合にあっては、その予定使

用期間）の予定使用量  

六 核原料物質の使用に係る施設の位置、構造及び設備の概要  

３～８ 省略  

 

  

（お問い合わせ） 

 文部科学省科学技術・学術政策局 

原子力安全課原子力規制室 吉田、鎌倉 

 電話：０３－６７３４－３９２６（直通） 

０３－５２５３－４１１１（内線３９２６） 
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 【国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）】
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（参考） 

国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）について 

 

１．国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ；International Nuclear Event Scale）

は、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）及び経済協力開発機構の原子力機関（ＯＥ

ＣＤ／ＮＥＡ）が、原子力発電所等の個々のトラブルについて、それが安全

上どのような意味を持つものかを簡明に表現できるような指標として策定し、

１９９２年３月に加盟各国に提言した。 

 

２．これを受け、当省においては、試験研究用原子炉等における事故・故障等

の事象について、２００４年１月から本格的に運用している。 

 

３．２００４年に放射線源及び輸送における事故のＩＮＥＳ評価に関する追加

ガイダンスの試行が開始され、２００６年に追加ガイダンス改訂版が合意さ

れた。 
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